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一
に
つ
い
て 

表
一 

 

神
戸
公
共
職
業
安
定
所
、
灘
公
共
職
業
安
定
所
及
び
西
宮
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
就
職
率
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

前
と
比
較
し
て
低
下
し
て
い
る
な
ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
た
地
域
（
以
下
「
被
災
地
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
雇

用
失
業
情
勢
に
は
厳
し
い
面
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

男
女
別
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
八
年
三
月
十
五
日
内
閣
衆
質
一
三
六
第
四
号
）
に
お
い
て
述
べ
た
よ

う
に
、
原
則
と
し
て
求
人
を
男
女
別
に
取
り
扱
わ
な
い
た
め
、
算
出
で
き
な
い
。 

平
成
八
年
三
月
の
全
国
並
び
に
神
戸
公
共
職
業
安
定
所
、
灘
公
共
職
業
安
定
所
、
西
神
公
共
職
業
安
定
所
及
び
西
宮
公
共

職
業
安
定
所
に
係
る
有
効
求
人
倍
率
は
表
一
の
と
お
り
で
あ
り
、
同
月
の
全
国
並
び
に
神
戸
公
共
職
業
安
定
所
、
灘
公
共
職

業
安
定
所
、
西
神
公
共
職
業
安
定
所
及
び
西
宮
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
就
職
率
は
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。 

す
る
答
弁
書 

衆
議
院
議
員
岡
崎
宏
美
君
提
出
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
に
お
け
る
雇
用
対
策
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対 
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二
及
び
五
に
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        平
成
七
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
た
地
域
に
お
け

る
被
災
失
業
者
の
公
共
事
業
へ
の
就
労
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
公
共
職
業

安
定
所
に
お
い
て
対
象
職
種
（
同
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
一
定
数
の
被
災
失
業
者
（
同
条
第
二
項
第
二
号
の
被 

 



 

四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

平
成
七
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
、
被
災
地
に
お
い
て
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
「
公
共

的
な
建
設
又
は
復
旧
の
事
業
」
を
計
画
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
雇
い
入
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
被
災
失
業
者
の
延
べ
人
員
が
五
千
六
十
六
人
日
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
法
に
よ
り
延
べ
人
員

で
三
千
十
六
人
日
と
い
う
相
当
数
の
被
災
失
業
者
を
吸
収
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。 

災
失
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
雇
い
入
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職
種
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
へ
の
就
労
を
希
望
し
た
被
災
失
業
者
は
、
他
の
職
種
に
就
労
し
た
者
や
求
職
活
動
を
停
止
し
た
者
を
含
め
て
八
十
九

人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
共
事
業
の
事
業
主
体
等
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
は
、
実
人
員
で
は

三
十
三
人
、
延
べ
人
員
で
は
三
千
十
六
人
日
と
な
っ
て
お
り
、
同
法
は
各
般
の
対
策
と
あ
い
ま
っ
て
、
被
災
地
に
お
け
る
雇

用
の
促
進
に
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

今
後
同
法
に
よ
り
公
共
事
業
に
吸
収
で
き
る
被
災
失
業
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
対
象
職
種
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
者
の
数

に
も
依
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
年
間
に
四
十
人
か
ら
五
十
人
程
度
の
就
労
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
対
象
職 

六 

 



 

 

七 

種
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
公
共
事
業
に
就
労
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

六
に
つ
い
て 

被
災
地
に
お
け
る
福
祉
分
野
の
事
業
の
拡
大
の
緊
急
性
が
増
大
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
応
急
仮
設
住
宅
等
へ
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
っ
た
地
域
型
仮
設
住
宅
の
設
置
等
に
よ
り
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
八
年
四
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
三
六
第
八
号
）
に
お
い
て
述
べ
た
よ

う
に
、
福
祉
分
野
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
事
業
主
体
等
に
一
定
の
吸
収
率
を
定
め
て
被
災
失
業
者
の
雇
用
を

義
務
付
け
る
と
い
う
手
法
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


